　ウ　指導案様式【創作】例：中学校２・３年
第２学年　組　音楽科学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口市立〇〇中学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　〇 〇 〇 〇

１　題材名

２　題材の目標

 (1)　【知識及び技能】

 (2)  【思考力、判断力、表現力等】

 (3)  【学びに向かう力、人間性等】

３　題材設定の理由

 (1)　生徒の実態から

　　　本学級の生徒は、

 (2)　題材及び教材曲について

　　　本題材は、

 (3)　指導上の留意点

　　○　研究視点１（主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善）

　　　　

　　○　研究視点２（生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる力を育む授業づくり）

　　○　研究視点３（指導と評価の工夫）

４　教材　「　　　　」

５　本題材で扱う学習指導要領の内容                        　

　第２学年及び第３学年　A表現(3)創作　
　　　ア　創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、まとまりのある創　　　　作表現を創意工夫すること。【思考力・判断力・表現力】

　　　イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、表したいイメージと関わらせて理解すること。

 　　　(ｱ)　音階や言葉などの特徴及び音のつながり方の特徴【知識】

 　　　(ｲ)　音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの構成上の特徴【知　　　　　識】

　　　ウ　創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために必要な、課題や条件に沿　　　　った音の選択や組合せなどの技能を身に付けること。【技能】

　　〔共通事項〕

    　本題材において思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素は、

　　「音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成」※１つか２つ選ぶ。
６　題材の評価規準（例）        ※どの項目も、題材に必要なものを選ぶ。
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	知  「○○」の音階や言葉などの特徴及び音のつながり方の特徴と表したいイメージとの関わりについて理解している。
　　音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの構成上の特徴と表したいイメージとの関わりについて理解している。
技  創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくために必要な、課題や条件に沿った音の選択や組合せなどの技能を身に付け、創作で表している。


	思  「○○」の音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成　
　（要素）（要素同士の関連）を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもっている。


	態  「○○」の言葉の抑揚やアクセントを捉えて旋律の動きを考えることに興味・関心をもち、
　　リズムや音高の設定によって生まれる雰囲気の違いに興味・関心をもち、
　　音の重なり合いによって生まれる美しい、重厚な響きに興味・関心をもち、
　　和声の流れを意識して創作することのおもしろさに興味・関心をもち、
　　速度によって感じ方が変わることに興味をもち、
　　反復、変化、対照などを活用するとまとまりのあるフレーズになることに興味・関心をもち、　　音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に創作の学習活動に取り組もうとしている。


７　指導と評価の計画（全２時間）

	時
	◆ねらい　○学習内容　・学習活動
	評価規準と評価の方法
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８　本時の学習

 (1)　ねらい

 (2)　準備物

 (3)　学習の展開

	学習活動・内容

	　　○教師の問い

　　・予想される反応
	指導上の留意点
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(4)　本時の評価規準と評価方法【観点】

　　○【知識・技能】

○【思考・判断・表現】

○【主体的に学習に取り組む態度】

〔Aと判断される生徒の状況〕

〔Cと判断されそうな生徒の状況への手立て〕
※選ぶ
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